
満
洲
語
更
の
意
義

山

本

守

　
清
朝
時
代
の
満
洲
文
記
録
中
に
は
裂
（
寒
晒
一
望
冒
）
な
る
文
字
が

往
々
記
さ
彗
て
居
る
。
こ
れ
が
漢
人
の
意
味
で
あ
る
事
は
衆
知
の

事
で
あ
り
、
溝
文
藁
書
巻
二
に
も

　
　
更
　
漢
人
・
蟹
子

と
見
え
て
居
る
。
何
故
に
更
が
漢
人
を
意
味
す
る
か
に
間
し
て

は
、
誰
し
も
持
つ
疑
問
で
あ
る
が
、
朱
だ
そ
の
解
麗
の
公
表
せ
ら

れ
允
の
を
闘
か
な
い
。
こ
・
を
以
て
些
か
卑
見
を
述
べ
て
大
方
の

教
示
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

　
満
洲
語
中
に
は
撒
多
く
の
支
那
語
が
取
入
れ
ら
れ
て
居
る
9
こ

の
更
な
る
語
も
．
恐
ら
く
は
支
那
語
よ
り
韓
入
し
た
も
の
で
あ

ら
う
と
思
は
れ
る
〇

　
一
欝
満
洲
語
中
に
支
那
語
の
取
入
れ
ら
れ
る
場
合
に
、
次
の
様

な
諸
種
の
形
式
が
あ
る
。

　
　
　
　
滞
洲
諮
更
の
意
義

A
、

　
支
那
語

　
京
（
ご
農
）

碑
（
℃
曾
）

　
公
主
（
ざ
農
6
ゴ
）

　
貴
妃
（
騨
乱
暁
鼠
）

B
、
　
ば

　
銭
糧
（
9
δ
巳
蓄
b
α
Q
）

　
筆
（
巳

C
、
　
へ
ば

　
渡
（
貯
）

支
那
語
の
音
そ
の
儘
の
も
の
、　
　
例
へ
ば

満
洲
語

σq

ｫ
露
①

ご
①
一

σQ

?
σ
q
冒

σ・

O
h
。
同

支
那
語
よ
り
出
で
て
、
其
の
音
の
漏
り
た
る
も
の
、
例
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
｝
蟹
ξ
勲
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇔

支
那
語
に
満
洲
語
の
語
尾
を
附
し
て
作
り
た
る
も
の
、
例

第
二
十
巷

　
　
自
o
o
ヨ
ぼ

斡
一
瓢
締
緒
　
　
　
山
田
一
七

（　le）3）



　
　
　
　
浦
洲
二
更
の
意
義

　
　
孝
順
（
琶
p
9
鴇
募
）
　
　
　
置
巻
。
ω
豊
原
邑
）
凶
註
②

　
D
、
支
那
語
に
満
洲
語
を
結
び
附
け
て
，
そ
の
語
の
如
何
な
る

　
　
も
の
な
る
か
を
示
す
も
の
。
例
へ
ば

　
　
鷺
（
）
、
㊤
o
）
　
　
　
　
　
　
。
窺
ξ
き
（
『
身
餌
は
玉
の
意
）

　
　
金
蓮
（
〇
三
㌘
ξ
嘗
）
　
　
　
　
σ
・
蛭
川
凹
覧
降
｛
一
竃

　
　
語
例
は
σ
⇒
ヲ
虫
膨
⇒
な
る
支
那
語
に
導
P
な
る
満
…
艶
語
を
結

　
　
合
し
て
、
そ
の
語
の
花
な
る
事
を
設
明
し
て
居
る
。

大
龍
以
上
の
四
種
中
に
包
含
せ
ら
れ
る
と
思
ふ
。

　
扮
て
間
題
の
更
な
る
語
は
如
何
。
私
は
こ
の
語
も
矢
張
り
支

那
語
の
苦
課
と
考
へ
る
。
帥
ち
裟
な
る
昔
を
有
す
る
支
那
語
と

図
覇
。
昌
な
る
音
の
支
那
語
の
結
合
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば

内
導
と
は
何
か
と
言
ふ
に
図
鴛
は
分
ち
「
漢
」
な
り
と
考
へ
る
。
然

し
漢
は
當
時
の
北
方
音
で
は
、
出
碧
で
あ
っ
て
囚
睾
で
は
無
い
。

何
故
に
丙
磐
な
る
音
に
黙
し
て
、
黒
黒
な
る
音
の
「
漢
」
を
當
て
よ

「
う
と
す
る
か
と
云
ふ
に
、
満
洲
語
に
於
て
は
ー
ー
蒙
古
語
翻
然
り

ー
ー
囚
．
口
の
Q
冒
の
三
音
は
往
々
に
し
て
互
に
韓
化
せ
ら
れ
る
事

が
F
あ
る
。
ジ
♂
出
。
⇒
自
○
亀
…
》
ジ
臼
黛
。
づ
○
プ
信
○
毒
ヨ
白
Φ
噌
の
例
…
に
從
へ
ば

　
　
　
ゆ
欝
Φ
犀
①
1
一
↓
⑦
導
プ
0

　
　
　
　
　
・
　
第
二
乱
T
巻
　
　
第
三
號
　
　
　
六
輔
八

　
　
　
冒
一
〇
9
Φ
↓
冒
δ
げ
。

の
如
く
で
あ
る
。
文
字
そ
の
も
の
が
代
は
り
得
る
の
み
な
ら
す
、

音
の
み
憂
る
事
も
あ
る
様
で
あ
る
。
例
へ
ば

　
o
。
胃
鳴
昌
（
妻
）
の
G
は
H
の
晋
に
襲
昔
せ
ら
れ
て
，
o
Q
幾
ぎ
鐸
と

　
嚢
音
せ
ら
れ
る
が
如
・
き
、
こ
れ
で
あ
る
Q

音
の
轄
化
の
み
な
ら
す
、
満
洲
語
に
て
鵠
弓
と
雷
ふ
語
は
「
汗
」

で
あ
っ
て
，
皇
帝
の
意
味
な
る
事
を
，
合
せ
考
へ
る
な
ら
ば
、
漢

（
プ
醤
）
の
音
が
三
塁
に
代
へ
ち
れ
た
と
考
へ
る
事
も
、
強
ひ
て
無

理
で
無
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
然
ら
ば
翠
蔓
詳
の
、
．
監
．
、
の
昔
は
如
何
，
私
は
三
遍
ち
「
逆
」

（
音
三
）
で
は
無
い
か
と
考
へ
る
。
清
初
満
洲
と
明
の
關
係
は
決
し

て
順
の
予
想
で
は
無
く
し
て
，
寧
ろ
逆
の
閥
係
に
悟
り
し
こ
と
は

史
蟹
の
明
示
す
る
所
で
あ
る
。
然
し
漢
人
の
中
に
も
，
早
く
よ
り

清
に
服
黒
し
た
、
〔
、
順
」
の
漢
人
も
存
在
し
た
。
こ
れ
亦
史
乗
に
見

ゆ
る
所
、
こ
れ
等
の
順
の
漢
人
に
馨
し
て
、
明
堂
島
の
漢
入
は
即
ち

「
逆
の
漢
人
」
で
あ
っ
た
。
郎
ち
「
撹
漢
」
（
戸
千
プ
雪
）
で
あ
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
然
る
に
清
朝
が
漢
地
に
君
臨
す
る
に
及
ん
で
は
、
逆
漢

慧
潰
滅
し
た
事
に
な
る
し
、
且
叉
逆
算
の
如
き
文
字
を
誰
む
に
到

ρ（　164　）
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り
し
事
は
、
「
金
」
國
の
名
を
誰
み
た
る
程
の
，
餌
薬
の
名
君
に

は
、
當
然
有
り
得
べ
き
筈
で
あ
る
。
故
に
清
文
事
書
に
見
る
如
き
、

「
更
漢
人
」
な
り
と
云
ふ
解
が
附
せ
ら
る
エ
に
到
り
、
原
義
の
推

定
に
困
難
を
感
ず
る
に
到
り
し
も
の
で
あ
ら
う
。
註
③

註
①
満
洲
丈
掌
で
、
支
那
音
を
啓
す
揚
合
、
府
轟
音
は
野
曝
に
て
、
無
氣

　
　
音
に
濁
音
な
以
て
恥
し
、
有
氣
、
無
恥
の
別
だ
明
に
し
て
居
ろ
O

註
②
満
…
…
洲
宇
遙
一
に
げ
。
・
一
と
嚢
回
す
、
故
に
．
冨
ぐ
O
o
m
毎
μ
と
書
い
て
、

　
　
美
好
o
o
撃
ロ
と
獲
即
し
、
始
め
て
孝
順
（
ず
m
一
騨
O
聖
ω
げ
諏
鐸
）
の
音
に
封
縢

　
　
す
。
こ
の
綴
凶
た
冨
凶
に
、
匡
た
。
玄
に
無
音
で
る
事
艮
、
温
い

　
　
に
重
壁
す
べ
き
事
で
等
閑
に
附
す
べ
壷
で
に
無
い
。

謎
③
現
在
原
義
の
推
定
に
難
寄
義
…
少
か
ら
ず
O
廓
桝
へ
ば
、
　
H
ε
あ
α
q
冒
錦

　
　
（
σ
Q
昌
）
同
§
σ
Ω
ぽ
撃
滅
ハ
㎞
§
σ
q
）
の
如
き
、
そ
の
一
牛
に
如
侮
な
ろ
漢
字

　
　
に
該
寵
す
る
も
の
な
み
や
の
鋼
定
に
苦
し
む
O

附　
　
　
「
北
卒
奉
天
故
宮
所
藏
の
蒙
古
源
流
に
就
い
て
を
讃
む
」

　
　
　
補
正

　
繭
號
に
於
て
私
は
蒙
古
源
流
に
翻
す
る
卑
見
を
浮
べ
て
置
い
た

が
、
爾
一
つ
蒙
古
源
流
の
異
本
と
せ
ら
れ
る
欝
戴
本
町
古
源
流

に
つ
い
て
一
言
し
て
置
き
度
い
．
．

　
從
來
喀
醐
御
本
蒙
古
源
流
は
、
蒙
古
源
流
の
一
異
本
と
し
て
、
其

　
　
　
　
浦
洲
語
麦
の
意
義

蕎
碧
雲
の
名
に
よ
っ
て
斯
く
呼
び
慣
ら
は
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
○

果
し
て
こ
の
書
が
蒙
古
源
流
と
呼
ば
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
。

成
程
本
書
の
黒
渋
の
み
を
見
る
時
は
、
確
に
こ
れ
を
蒙
古
源
流
の

異
本
と
な
す
に
麟
躇
し
な
い
。
然
し
一
度
そ
の
後
牟
に
到
る
や
、
蒙

古
源
流
と
は
全
く
趣
を
異
に
し
て
居
り
、
寧
ろ
切
。
薮
餌
Ω
薦
σ
q
い

げ
お
程
β
α
蝕
蹄
（
成
吉
思
磯
回
）
と
樋
僅
少
な
る
出
入
を
除
い
て
、

殆
ん
ど
同
一
な
る
も
の
な
る
に
氣
付
く
で
あ
ら
う
。
思
ふ
に
旧
劇

沁
本
は
、
そ
の
露
頭
よ
り
戒
吉
生
汗
の
埋
葬
に
到
る
ま
で
の
記
事

師
ち
「
納
摩
活
噌
嫌
一
因
空
回
上
面
雅
」
な
る
書
き
起
し
よ
り
、
「
於

彼
遂
立
八
屋
八
間
在
阿
丁
台
山
陰
、
恰
岱
山
陽
之
大
誇
特
克
地
方

建
立
陵
農
。
號
嬬
闘
争
博
克
蓬
大
明
成
吉
思
汗
。
盛
名
書
留
傳
至

今
云
」
ま
で
の
記
事
を
、
蒙
古
源
流
に
取
り
，
i
一
蒙
古
源
流
に

比
し
、
文
章
卒
明
に
し
て
、
用
語
も
近
代
味
を
榮
び
る
鮎
よ
り
し
て

も
、
本
書
が
蒙
古
源
流
の
底
本
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
1
…
後
皐
郎

ち
窩
撃
方
汗
の
等
位
後
の
記
載
は
，
こ
れ
を
掃
蕩
成
吉
思
汗
傳
に

取
っ
て
居
る
。
（
蒙
曝
書
敢
刊
木
第
二
十
四
葉
裏
第
五
行
「
牛
の
年
¢
σ
q
o
早
島

（
窩
澗
脅
）
苺
汗
四
十
三
議
象
り
」
以
下
が
撃
ち
そ
れ
で
あ
る
。
）
然
し
蒙
古

源
流
の
文
に
直
に
「
成
吉
思
汗
傅
」
の
文
が
績
く
に
謁
す
し
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
第
二
十
礁
世
　
第
輔
二
號
　
　
　
山
ハ
一
九

（　165　）



満
洲
語
ず
～
の
意
義

の
間
に

　
南
無
蘇
瓦
斯
辿
Q
希
特
達
睦
。
心
慮
菩
薩
降
生
。
鴻
徳
帝
王
初
創
。

　
印
度
西
藏
饗
根
基
，
膠
述
世
代
詳
細
。
前
審
所
載
…
養
青
吉
思
汗
」

　
薙
再
勤
皇
「
講
雲
斎
依
汗
㌔
諸
臣
宰
桑
共
輔
佐
。
創
立
皇
基
永

　
固
安
。
「
鯨
克
蓬
青
士
口
思
汗
』
蟹
天
之
後
、
其
四
子
圃
類
監
國
。

　
嗣
顧
「
誇
絡
徳
依
」
由
「
和
熟
」
蹄
國
、
宰
桑
「
楚
材
」
違
「
博
克
達
」

　
遣
管
見
黒
汗
位
（
瀧
鐵
本
、
船
長
鈎
鐸
に
依
る
）

と
云
ふ
一
文
を
挿
入
し
て
繋
謙
と
な
し
、
爾
者
を
結
び
附
け
て
作

3
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　
熔
剛
沁
本
は
豪
古
源
流
と
「
成
吉
思
汗
傳
」
を
結
び
合
せ
た
も
の

と
需
つ
た
が
、
然
し
「
成
吉
思
汗
傳
」
の
全
部
を
牧
録
し
た
も
の
で

は
無
い
。
そ
の
第
六
＋
八
葉
裏
以
下
の
二
十
七
葉
は
こ
れ
を
省
い

て
居
る
。

　
翁
一
言
す
べ
き
は
、
私
の
糠
つ
た
喀
鋼
肉
畜
蒙
古
源
流
は
，
満

　
鐵
所
戴
の
も
の
を
唾
印
し
た
も
の
で
あ
る
。
満
鐵
本
は
又
喀
痢

　
沁
軟
風
所
藏
の
も
の
に
五
つ
た
事
は
明
で
あ
る
が
、
果
し
て
原

　
本
も
こ
』
に
終
る
や
否
や
は
今
基
明
で
あ
る
。
こ
の
原
本
は
咋

　
盛
夏
私
が
風
琴
沁
滞
在
中
、
特
に
留
意
す
る
所
で
あ
っ
た
が
逡

　
　
　
　
　
　
　
轄
耀
二
十
・
巻
　

第
三
審
　
　
　
山
ハ
ニ
○

　
に
獲
見
す
る
事
が
醸
來
な
か
っ
た
、
旗
公
署
の
役
入
の
言
に
よ

　
れ
ば
満
鐵
の
星
野
矯
に
贈
っ
た
と
蛍
口
ふ
が
、
現
在
纏
縫
に
覗
存

　
し
な
い
事
は
事
實
で
あ
る
。
現
に
北
李
の
蒙
藏
學
院
に
所
藏
す

　
る
一
本
が
、
或
は
こ
れ
で
な
い
か
と
疑
っ
て
居
る
が
、
遽
に
断

　
定
は
出
軍
兼
ね
る
。

喀
剛
脚
本
の
潔
癖
を
な
す
蒙
古
源
流
は
衆
人
の
知
悉
す
る
所
、
又

贅
雷
を
要
し
な
い
が
、
そ
の
後
景
た
る
「
成
吉
思
汗
傳
」
と
は
如
何

な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
本
書
第
六
十
二
葉
裏
に
於
い
て

　
蒙
古
諸
汗
の
根
源
綱
要
を
記
せ
る
．
．
≧
仲
窪
ε
漂
宅
　
と
名
附

　
く
る
鳴
石
終
れ
り
。

と
あ
る
を
見
れ
ば
、
本
書
は
大
膿
に
於
て
≧
欝
ゆ
8
σ
鰹
に
糠
つ

’
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
本
書
は
≧
窪
8
げ
鰹
の
終
れ
る

後
に

　
成
吉
思
汗
よ
り
以
後
、
蒙
古
は
，
三
十
五
代
の
汗
、
位
に
就
け

　
り
。

と
言
ふ
書
き
起
し
の
一
文
が
附
加
せ
ら
れ
て
，
一
書
を
成
す
も
の

で
あ
る
。
1
こ
の
後
の
部
分
に
更
し
て
喀
劇
沁
本
は
．
．
α
薦
σ
q
諺

｝
智
。
q
磐
㎞
ノ
ガ
9
訂
碧
徹
掴
＾
塞
く
。
。
ご
導
鋤
囮
霊
亀
Φ
二
。
ポ
（
成
吉
思

（　J66　）



汗
之
行
軍
紀
）
な
る
見
出
を
附
し
て
居
る
一
。

以
上
蓮
べ
た
所
を
表
示
す
る
な
ら
ば
次
の
如
く
な
る
。

》
〕
縫
雛
軍
紀
Y
・
§
α
馨
ξ
：
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
成
吉
思
汗
傳
）

bd

A
購
縫
、
鍵
）
〉
髪
蒙
古
源
流

　
　
　
　
　
（
卜
。
苧
⑦
G
。
弾
）

師
ち
喀
劇
沁
本
は
純
然
た
る
蒙
着
源
流
の
異
本
で
は
無
く
し
て
、

上
述
諸
文
献
の
合
成
で
あ
る
。

　
最
後
に
巴
¢
p
8
ぴ
鰹
に
就
い
て
輔
言
す
べ
き
で
あ
る
が
、
私

　
は
不
幸
に
し
て
本
書
を
見
る
を
得
な
い
し
、
他
日
の
研
究
に
待

　
つ
事
と
す
る
が
、
本
書
に
間
し
て
は

　
b
d
容
酸
ら
ぴ
⇔
Φ
裁
O
ご
　
ン
晒
Φ
騨
田
く
巴
　
一
．
O
ロ
。
Φ
鍵
O
ぴ
＄
　
坤
○
導
　
Φ
鋤
ω
8
吋
昌

　
諭
翼
簡
。
ω
o
葺
8
も
。
●
（
＜
o
碧
H
H
。
よ
O
国
）

　
冨
a
o
二
〇
α
①
汗
冨
○
轟
。
冴
ざ
＝
幕
拳
｛
翻
蔓
．
（
ミ
℃
”
）

に
そ
の
解
論
が
見
え
て
居
る
。

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
む

　
禽
前
號
鳳
七
八
頁
上
段
最
後
の
行
，
北
京
放
宮
所
藏
の
刻
本
と

　
　
　
　
む
　
　

　
あ
る
は
妙
本
の
誤
に
つ
て
訂
正
す
。

　
　
　
　
滞
白
質
イ
ん
の
意
義

第
二
十
巻
　
　
第
三
號
　
　
　
山
ハ
ニ
ー
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